
短期特別課題 漢字かな交じり書を学ぶ

調
和
体
を
書
く
（
24
）　
　
　
　
　
　
　
締
切
り
　
十
二
月
十
九
日
（
必
着
）

−  2  −

◆�

書
道
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
大
別
し
て
「
漢

字
」
「
か
な
」「
漢
字
か
な
交
じ
り
書
」
の

三
つ
が
あ
り
ま
す
。

◆�

現
代
日
本
の
文
章
表
現
は
全
て
漢
字
か
な

交
じ
り
書
で
す
が
、
こ
こ
で
は
芸
術
的
創

作
作
品
を
指
し
、「
調
和
体
」「
近
代
詩
文
」

と
し
て
書
道
の
一
部
門
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆�

読
め
る
書
と
し
て
人
気
を
高
め
て
い
ま
す

が
、
古
典
と
い
わ
れ
る
も
の
が
な
い
故
に

書
法
は
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
各
団
体

で
新
和
様
・
新
書
芸
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

呼
称
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆�

今
回
の
お
手
本
は
、
前
会
長
奥
村
憲
照
先

生
が
（
財
）
日
本
書
道
教
育
学
会
に
関
係

し
て
い
た
頃
の
新し

ん
わ
よ
う

和
様
の
お
手
本
で
す
。

本
誌
初
登
場
で
す
。

※�

「
調
和
体
を
書
く
」
は
今
回
で
一
ま
ず
終

了
し
ま
す
。

〔
読
み
〕

　
年
は
た
だ
黙
々
と
し
て

　
ゆ
く
の
み
ぞ

　
　
　
　
　
　
虚き

ょ

し子
の
句
　

　
　
　

〔
解
説
〕

①�

可
読
性
を
大
切
に
。

②
変
体
仮
名
・
連
綿
は
な
る
べ
く
控
え
る
。

③
構
成
を
工
夫
し
て
み
よ
う
。

※�

落
款
（
署
名
・
捺
印
）
は
作
品
の
一
部
と

し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
て
下
さ
い
。

　��「
憲
照
か
く
」
は
ご
自
分
の
名
を
お
書
き

下
さ
い
。
印
の
な
い
方
は
、
赤
ペ
ン
で
□

を
書
き
入
れ
て
下
さ
い
。

奥
　
村
　
憲
　
照
　
先
　
生
　
書

▼�

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼�

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　12 月19 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  3  −

★
世
界
を
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
杉す

ぎ

浦う
ら

重
じ
ゅ
う

剛ご
う

（
一
八
五
五
〜
一
九
二
四
）

　
　
明
治
・
大
正
時
代
の
思
想
家

　
ど
ん
な
に
優
秀
な
能
力
や
素
晴
ら
し
い
知

識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
使
わ
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
成
功
の
た
め
に
最
も
必

要
な
こ
と
は
、
諦
め
な
い
事
で
す
。

　
世
界
を
怖
れ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を
丸
ご
と

否
定
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

◆
1
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　
本
当
に

　
解
っ
て
欲
し
い
時

　
人
は
言
葉
を
尽
く
す

★
必
要
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
鴨
下
信
一
（
一
九
三
五
〜
）

　
　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
演
出
家

　
落
語
や
歌
舞
伎
、
映
画
を
例
に
と
り
つ

つ
、「
本ほ

ん

歌か

ど
り
」
こ
そ
芸
術
創
造
の
原
点

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
型
が
あ
り
、
そ

れ
を
ず
ら
す
か
ら
、
観
客
も
ど
こ
が
変
わ
っ

た
か
が
き
ち
ん
と
摑
め
る
。
暮
ら
し
も
日
々

そ
の
型
の
手
入
れ
を
続
け
、
少
し
ず
つ
手
直

し
し
て
ゆ
く
こ
と
で
保
た
れ
る
で
し
ょ
う
。

◆
1
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
体
験
を
深
く
思
索
し

　
理
論
武
装
す
る
こ
と
で

　
自
信
が
生
ま
れ
る

　
▼
教
範
・
書
範
＝
楷
書

　
▼
師
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
、
師
範
は
「
行
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎�

今
月
は
楷
書
。
字
の
形
の
組
合
せ
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
、
練
習
に
つ
ぐ
練
習
で
す
。
努
力
こ
そ
上
達
の
最
高
の

手
段
で
す
。

① ②

③
④

⑤

同
字
変
化



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　12月19 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  4  −

〔
句
解
〕
長
い
漂
泊
の
果
て
に
、
よ
う
や
く

帰
り
住
む
こ
と
と
な
っ
た
故
郷
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
眼
前
に
見
る
五
尺
の
雪
、
こ
の
雪

の
中
で
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
余
生
は
過
ご
さ

れ
る
の
か
と
思
う
と
、
腹
の
底
か
ら
深
い
た

め
息
が
わ
い
て
く
る
。

〔
鑑
賞
〕
〈
つ
い
の
栖

す
み
か

〉
は
、
〈
死

し
に
ど
こ
ろ

所
か
よ
〉

と
の
両
案
が
あ
っ
た
が
、〈
死

し
に
ど
こ
ろ

所
か
よ
〉
は
、

露
骨
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。
〈
是
が
ま
あ
〉
は
、

俗
語
表
現
だ
が
先
例
が
あ
り
、〈
つ
ひ
の
栖

す
み
か

〉

も
古
く
か
ら
歌
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、〈
雪
五
尺
〉
と
詠
み
す
え
た
こ
と
に
よ

り
、
紛
れ
も
な
く
一
茶
の
句
と
な
っ
た
。

〔
古
筆
参
考
〕

〔
解
説
〕「 

　
」
も
「 

　
」
も
二
画
目
の

縦
線
で
は
な
く
、
点
や
丸
の
部
分
が
中
心
に

く
る
よ
う
に
書
く
。

◆
1
月
課
題
予
告

　
元

ぐ
わ
ん
じ
つ日

の
人
通と

ほ

り
と
は
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
正ま

さ
お
か岡

子し

規き

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

是こ
れ

が
ま
あ
つ川

ひ
の
栖

寸
三
可

かゝ
雪
五
尺

是こ
礼

が可

ま万

あ阿

つ都

ひ悲

の乃

栖
す
美
可

かゝ
雪
五
尺

是こ
れ

が
ま
あ
つ
ひ
の
栖

す
み
か

か
雪
五
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小こ

ば
や
し
い
っ
さ

林
一
茶
）

（州）

可か阿あ都つ悲ひ乃の



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り
　
十
二
月
十
九
日
（
必
着
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簗や

な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔古筆参考〕

和
い ず み

泉式
しき

部
ぶ

続
ぞく

集
しゅう

切
ぎれ

−  5  −

〔
歌
意
〕
か
さ
さ
ぎ
が
渡
し
た
天
の
川
の
橋

に
置
い
た
霜
が
真
っ
白
な
の
を
見
る
と
、
夜

が
ふ
け
た
な
あ
と
感
じ
る
。

〔
出
典
〕
新
古
今
和
歌
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

・�

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋭
、
㋑
と
㋬
、

㋑
と
㋣
、
㋑
と
㋠
、
㋩
と
㋥
、
㋩
と
㋭
、

㋩
と
㋬
、
㋩
と
㋣
、
㋩
と
㋠
、
㋭
と
㋣
、

㋭
と
㋠
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・
行
の
中
の
ふ
く
ら
み
、
密
の
部
分
大
切
。

・�

○
余
白
大
切
。

・
○ヽ

→
の
方
向
・
場
所
大
切
。

◆
1
月
課
題
予
告

　
春
た
て
ば
花
と
や
見
ら
む
白
雪
の

　
か
か
れ
る
え
だ
に

鶯
う
ぐ
ひ
す

の
な
く

か
さ
さゝ
ぎ
の
渡
せ
る
橋
に二

お
く久

霜
の

白し
ろ

き支

を越

見
れ
ば盤

夜与

ぞ所

ふ婦

け遣

に
け介

る

あ
さ佐

ま万

し
の能

よ
は
や
ま万

が可

は
の
うみ

づ
な奈

れ
や
心
ぼ本

そ所

く久

ん
（
も
）

お
も母

ほ
ゆ
る
か可

な那

い
づ徒

こ
に尓

と
き
み
を越

し
ら
ね年

ば
お於

も母

ひ
や
る流

か可

た多

な
く久

も毛

の
ぞ所

か可

な奈

し
か可

り利

け
る



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　12月19 日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

−  6  −

◆
今
月
は
、
文
章
も
自
由
と
い
た
し
ま
す
。

◆�

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
自

由
に
創
作
し
て
下
さ
い
。

◆�

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、
個
性
豊
か
な

年
賀
状
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

自 

由 

課 

題

　
謹
賀
新
年

　
　
皆
さ
ま
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

　
　
ど
う
ぞ
お
元
気
で
御
活
躍
さ
れ

　
　
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
平
成
三
十
一
年
元
旦
　
　



一般部毛筆漢字課題 締切り　12 月19 日（必着）

〔読み〕寒
かん

巌
がん

一
いち

樹
じゅ

の松
まつ

〔大意〕�寒さ厳しい岩の上に一本の松の木が毅然とそびえている。

　　　（厳しい修行に耐え、日々精進する修行者の姿にたとえられる。）

奥お
く  

村む
ら  

暢の
ぶ  

之ゆ
き  

臨

須す  

田だ  

一い
ち  

葉よ
う  

書

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
行
書
）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕書譜（６８７）　〔筆者〕孫過庭（６４８？〜７０３？）

〔読み〕草
そう

は点
てんかく

画を以
も

って（情
じょう

）性
せい

と為
な

し、

−
  7

  
−

　
　 

性
　
　
　 

草
　
　 

　
以
　
　
　
　
點
　
　
　
　
　
畫
　
　
　
　
　
爲
　
　



一般部毛筆かな課題 締切り　12月19 日（必着）

〔出典〕岸
きし

風
ふう

三
さん

楼
ろう

〔句意〕‌� 鳰
にほどり

が長く水に潜る。今度はあのあたりに浮かぶであろうと、

姿をあらわすことを心待ちにしている、というのである。

　

鳰
尓
本
と
り

の
浮う

く
べ
き
方か

た

を
心

こ
こ
ろ

持ま

ち

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書
　
　

新
入
か
ら
１
級
ま
で

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕柿
かきのもとのひとまろ

本人麻呂

〔歌意〕‌�矢釣山の木立も見えないくらいに、降り乱れる雪の中を馬を全

速力で走らせ御殿に参上する朝は、何とも楽しいことであるよ。

矢や

釣徒
利

山
木
立
も
見み

え衣

ず須

降ふ

り
乱三

多

る

　
　
　
　
　
雪
に尓

驟有
九
つく

朝
阿
し
多

た多

の
し
も毛

■
両
課
題
と
も
文
字
の
変
換
、
ち
ら
し
方
は
自
由
で
す
。

−
  8

  
−

※
検
定
試
験
三
段
コ
ー
ス
以
上
を
兼
ね
る
。

※
検
定
試
験
１
級
コ
ー
ス
を
兼
ね
る
。



一般部毛筆細字課題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り
　
十
二
月
十
九
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  9  −

〔�

条
幅
解
説
〕
珍
し
く
一
枚
書
い
て
気
に
入
っ
た
。
と
こ

ろ
が
吊
り
下
げ
て
見
る
と
欠
点
が
目
に
つ
き
、
枚
数
を

重
ね
る
程
に
悪
く
な
る
。
法
帖
や
日
展
系
の
図
録
を

漁あ
さ

っ
て
も
、
ど
の
よ
う
に
自
作
に
同
化
、
マ
ッ
チ
さ
せ

る
か
…
…
難
し
い
…
…
結
局
凡
作
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
年・

の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ
て
参
り
ま
し
た

　
　
本
年
も
色・

々
と
お
世
話
に
な
り
誠
に

　
　
有・

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
風・

邪
等
召
さ

　
　
れ
ぬ
様
良・

い
年
を
お
迎
え
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）�

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ ‌�

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
硯
を
取
っ
て

書
さ
ん
と
し
た
が
水
は
凍

り
、
一
台
の
灯
火
は
い
か

な
る
わ
け
か
自
然
に
花
を

結
ん
で
い
る
。

初
出
品
の
方
へ

　�

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

冷
れ
い
け
ん
し
ょ
さ
ん
と
ほ
っ
す
れ
ば
お
の
ず
か
ら
こ
お
り

硯

欲

書

先

自

凍

孤
こ

と

う

な

に

ご

と

ぞ

ひ

と

り

は

な

を

な

す

燈

何

事

獨

成

花

※
検
定
試
験
三
段
コ
ー
ス
を
兼
ね
る
。
　



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　12月19 日（必着）

よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  10  −−  11  −

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

３

２

１

４

３

３

２



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　12月19 日（必着）

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  10  −−  11  −

い
け

ふ
ゆ

や
ま



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　12月19 日（必着）

小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

−  12  −−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

ソ

ボ

み
ど
り

け

て

あ
（
む
）

フき

も

い
と

シ

ギ



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　12月19 日（必着）

中
　
一
　
年
　
　
　（
楷
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
楷
書
）

−  12  −−  13  −

ジ

ユ
ウ

ボ
ウ

エ
キ

シ

リ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ

ホ
ウ



▼小三年以下の課題　　酒
さか

　井
い

　桂
けい

　月
げつ

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　林
はやし

　　　翠
すい

　風
ふう

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　12 月 19 日（必着）

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、‌�

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。
（
黒
色
に
限
る
）

一
、  ‌�

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、‌�

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  14  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

が

も
う

こ

ね
ん

ほ
ん

ど
う

あ

し
し
ょ
う

あ

と
し

し

め
い

げ
ん

きな

い
ち

が
つ

つ
い
た
ち

ね
が

が
ん

た
ん



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　12月 19 日（必着）

−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
二
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　12月 19 日（必着）

−  16  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
香こ

う

　
竹ち

く

　
書

−  17  −



−  16  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　12月 19 日（必着）

−  17  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
奥お

く

　
村む

ら

　
暢の

ぶ

　
之ゆ

き

　
書




